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第38期第２回神戸市社会教育委員会議 会議録要旨 

 

１ 日 時  令和７年６月25日（水）13:30～15:00 

２ 場 所  教育委員会会議室 

３ 出席者  （１）社会教育委員８名（２名欠席） 

       （２）事務局 

          高野尾課長（教育委員会事務局総務課（政策調整担当）） 

中村課長（文化財課（埋蔵文化財センター担当））、堀内課長（スポーツ企

画課（スポーツ政策担当））、佐々木課長（スポーツ企画課（スポーツ振興

担当））他 

４ 議事・報告事項 

（１）令和７年度 社会教育関係団体への補助金交付について（資料２－１～３により確認） 

（議 長）神戸市ＰＴＡ協議会と神戸市婦人団体協議会への補助金交付について、教育委員会に意

見を申し上げるという議事である。神戸市婦人団体協議会に所属する委員がおられるの

で、資料と併せて、どんな活動をされているか等共有いただきたい。 

（委 員）まず、神戸市との協働事業として、あじさいの講座というものを各区に設けている。で

きるだけ幅広く、経済的な負担が少ない形で様々な講座を実施している。特に中央区

は新しい文化センターができたので、受講者が非常に増えている。収益性を目的に開

講していないので、効率は悪いかもしれないが少人数であっても、皆さんができるだ

け受けやすいような価格を設定している。 

生涯学習という点では、自分たちが生きる上で学習になるという観点での活動も重要

と考えており、選挙の啓発や投票率を上げるような運動等にも取り組んでいる。また、

毎年一番の活動の柱として、行政とともに市政を考えていく市政懇談会を実施してい

る。自分たちの暮らす社会において何が必要であるか、組織的な学習を進め、色々な

場面においてどう物事を判断して、どう考えて行動を起こすかということを日々、社

会教育という観点で捉えて活動している。 

（議 長）（神戸大学が運営している）のびやかスペースあーちという施設で連合婦人会の方々が

こども食堂をやってくださっている。私も一緒に取り組むことがある中で、婦人会の

方々が非常に地域に貢献しているなということを実感している。 

神戸市ＰＴＡ協議会であるが、「想いを伝える。」ミニレター＆フォト・イラストの

コンペティションということで、このような事業を全体でしながら、おそらく単位Ｐ

ＴＡ協議会の支援もされていることと思う。 

この２つの団体に補助金を交付するということについて、何か御意見はあるか。 

（委 員）最近はＰＴＡの活動を閉じていっているところも多いが、その辺の状況はいかがか。私

の住む地域は児童数が多いということもあり、非常に頑張って活動している。 

（議 長）ＰＴＡの現状について把握しておきたいところではあるが、どなたかご存知の方はおら

れるか。 

（事務局）ＰＴＡについて、現在の存続割合等の資料は今手元にないので分からないが、ＰＴＡが
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廃止になってきているところは確かにあるものの、やはり学校教育の中で保護者の方

の声を聞くというのは非常に大事にしているので、代わりに保護者会であったりと、

少し形を変えた組織が出来上がっているところもある。この後議論していただく学校

運営協議会にも保護者の方に入っていただき、子供たちを育てる最大の当事者である

保護者の声を十分に聞いていこうという動きがある。 

（議 長）承知した。ほかに御意見はあるか。 

（委 員）協議会の在り方というのは、今の求められる使命によって変わってくる。求められるも

のがどんどん変化する中で、歴史がある団体でも活動が変わっていないとやっぱり人

も減ってきている。新しいＮＰＯがどんどん居場所づくりなど、現代の課題を解決し

ようと取り組んでいる。協議会としての切り口だけで見ないで、どういう課題解決を

していくかというところとトータルで見ていかないといけない。 

（議 長）ＰＴＡ協議会の場合は、保護者の負担というのがずっと問題になっている。特に共働き

が当たり前になってくると、いつの時間に会議をするのかなど、そういう現実的なと

ころで、会がもたないという話も聞いており、難しいところである。 

それでは、この件に関して、神戸市の社会教育を支えているというところで、議案ど

おりで補助金を交付するということで意見をまとめてよろしいか。 

（委 員）異議なし。 

（議 長）それでは、社会教育関係団体への補助金交付については異議なしとして、教育委員会 

への意見とする。 

 

（２）令和７年度 各社会教育事業に関する事業計画について 

①文化スポーツ局文化財課事業計画（資料３－１により説明） 

（事務局）全体の今年度の事業に関しては、資料のイベントカレンダーを御覧いただきたい。 

４月から６月まで３か月経ったので、既に実施したものから報告する。春の企画展示

として、「こべっこ考古学Ｑ＆Ａ」という企画展示を開催した。歴史教育の取組とし

て展示開催するので、通常であれば大体１学期に小学校６年生の児童の皆さんにお越

しいただくことが多いが、今回は小学校低学年の児童もターゲットにしているため、

少しかわいらしいタッチのチラシを活用しスタートした。最終的に観覧者は6,002名で、

そのうち、小・中学校、特別支援学校等団体の見学が21校、1,158名の皆さんにお越し

いただいた。前年度、前々年度と比べて、校外学習の件数としては横ばいになってい

るが、実際コロナ禍以前に比べるとまだ低迷が続いている。その辺りについて先生方

に少し伺ったが、行きたいけれども、今回は、万博等もあってバスがなかなか準備で

きないであるとか、あとはやはり予算が限られているということで断念される学校が

多かったと聞いている。 

それから、例年行っている連携事業として、６月14日に「五色塚古墳まつり」という

イベントを行った。今回は主軸を変えて、資料にあるようなワークショップ等の古代

体験を中心としたまつりを実施した。雨天のため、例年であれば1,000人以上の参加が

あるが、今回は245名のみの参加となった。 

     現在、夏季企画展として、「神戸の山城を描く」という企画展を開催する予定で、その
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準備を進めている。また、夏休みの講座として、「体験！考古学講座」も開講予定で、

文化センター等々に出張して考古学講座の準備を進めている。 

このまつりを実施した五色塚古墳であるが、現在、史跡指定の館外にガイダンス施設

の建設を進めており、同時に追加指定地の公園整備等々を行っている。 

現在、そのガイダンス施設の館内展示等の施工について、プロポーザル方式で業者の

 選定作業をしており、7月中には業者を決定、本年度いっぱいを目途にオープンに向 

 けた施工をしていく。 

     今後の状況については、また改めて御報告させていただきたい。 

（議 長）文化財課の説明について、何か御意見、御質問はあるか。 

（委 員）五色塚古墳まつりのチラシに「ボランティアさんと古代体験しよう！」というものがあ

るが、そのボランティアスタッフの登録状況や活動内容をお聞きしたい。 

（事務局）現在、20名余りに登録いただいている。ボランティアの活動内容としては、この体験講

座のお手伝いや春に小学校団体が来られる際の展示の開設対応等である。通常であれ

ば職員がいて、ボランティアの方にはお手伝いという形でしていただくことが多いが、

チラシ記載のイベントについては、我々は場所と受付等の提供のみで、あとはボラン

ティアの方に主導で自由にやっていただく内容である。 

（委 員）承知した。 

 

②文化スポーツ局博物館学芸課事業計画（所管課欠席のため、資料３－２により確認） 

（議 長）何回もこの会議で申し上げていることであるが、神戸大学で文部科学省の受託業務とし

て障害者の生涯学習推進プロジェクトに取り組んでいる。障害のある人たちの生涯学

習は、本当に場がなかったり情報がなかったり、様々な点で学校を卒業してから学ぶ

機会がないという状況はよく知られていることで、それを少しでも改善していくため

に、やはり公共施設が学びの場の役割を果たしていかなくてはいけないということで

やっている。兵庫県教育委員会との連携で「ミュージアム・インクルージョン・プロ

ジェクト」ということで、県内の15か所の博物館に障害のある人たちの調査隊を送り

込んで、少しでも改善できないかということを考えたり、拠点になる博物館と連携し

ながらその博物館を使った学びの場づくりみたいなことをしているが、神戸市は声か

けをさせていただいたものの、結局一つも参画いただけなかった。兵庫県でやってい

ることなのであまり関心を持たれてないのか、そもそもそういう関心がおありでない

のかというのが一つ気がかりなところである。以前、赤ちゃんについての取組は実施

しているということで御説明いただいた。実際に資料の「西田眞人日本画展」のチラ

シの裏側には、赤ちゃんと一緒に美術館に行こうという内容が書かれている。前回会

議でも確かゆかりの美術館で赤ちゃんに関する取組の報告があったが、赤ちゃんとい

うところでとまっているのかなという印象である。つまり、これまであまり博物館に

ゆかりがなかった人たちで、学ぶ機会がない、どこか出かけようと思っても行き場が

ない、行ったところで学んだり知的刺激を受けたりする場がなかなかないという方た

ちに対して、博物館の機能を十分に発揮していくという方向での議論がどんなふうに

なされているのか伺いたい。 
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（事務局）議長の御意見は所管課に必ず伝え、確認させていただく。 

 

③文化スポーツ局スポーツ企画課 公民館事業計画（資料３－３により確認） 

（事務局）公民館では、春の講座、秋の講座、今まさしくやっているサマースクール、それから 

通年講座という形で、４つのカテゴリーで講座事業を実施している。通年講座につい

ては、環境やICTなど、いわゆる現代的な課題のテーマ、それから健康・スポーツなど、

かなり幅広いテーマで実施している。講座の数であるが、通年講座の数が令和６年度

に大きく増えているのは、日本語がまだ難しい外国人の方の日本語教室の回数を増や

したことが関係している。 

施設の利用者数については、令和６年度は約20万人で、コロナ禍で間に大きく人数は

減少したものの、大分盛り返してきている状況である。 

現在募集しているサマースクールであるが、資料にある館外の教室は子供たちに非常

に人気で、例えば工場見学や日本銀行の仕事を学ぶこと、パンづくりや地下鉄の車

庫・基地の探検など、色々なところに協力していただきながら、社会見学的な位置づ

けで講座を実施する予定である。 

また、一般向けの講座では、スマホやＳＤＧｓに関する講座等も開催している状況で

ある。公民館は外国人の方も含めて幅広い世代で使っていただきたいため、公民館に

よっては、特に夏休みの長期期間中に小・中学生が勉強できるように開放したりとか、

子供に勉強を教えるようなボランティアを募ったりするなど、いろんな方に利用いた

だいている。例年アンケートも取っているが、利用者の方からはほぼ満足という回答

が90％を超えており、そういった形である程度満足していただけていると考えている。 

ただ、社会の変化も著しいため、それに合わせたテーマも含めて、今後とも幅広い方

に使っていただけるようにという視点で事業を進めていきたい。 

（議 長）公民館事業の説明について、御意見、御質問はあるか。 

（委 員）外国人の方の日本語学習の講座は、例えばどこで実施されているか。 

（事務局）南須磨、玉津、長田の３か所で実施している。 

（委 員）神戸市は各区によって、外国人の方の比率が随分違ってくる。例えば中央区であれば、

10％ぐらいの比率である。小学校では国語の授業のときに外国から来た子は国際学級

に移動して、そこで日本語の勉強をする。しかし、あとの授業は全て日本人の子供た

ちと一緒であるため、全然授業についていけず、その点を補完するものが何もない現

状がある。最近は、就労のために日本に来られる方が多く、親御さんと一緒に日本に

来る子供もいて、いずれにしても日本のこの先の担い手ということにもつながってい

くと思うので、自国の国民と同じようにきちんとした教育をつけていく必要があると

考える。このあたりは需要が非常に大きいと思うので、ぜひ公民館でも日本語学習で

困っている子供の支援にかかる手だてを考えていただきたい。 

（事務局）日本語を話せる子と話せない子のレベル差が非常に大きい。お子さんに限らず、親御さ

んも全然話せない人もいたり、まあまあ話せる方もいたりで、いわゆる教室型でやる

にはなかなか難しい。どこのレベルに合わせるのかということも踏まえながら、でき

るだけ細かく対応できればというように思っている。 
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（委 員）公民館で開催されている日本語教室と聞いたときに、大人を対象にしていると思ったが、

今の話では子供が対象ということか。 

（事務局）基本的には対象は定めていないが、時間的に結構昼間に実施しているケースが多いため、

大人（親御さん）が中心にはなっている。 

（委 員）親側の支援も必要かと思って伺ったが、先ほどのお話にあったように子供たちも困っ 

ている。昼間だと当然学校に行っていて難しいが、何らかの形で支援してあげてほし

いなというのが一つである。もう一つは、日本語教室で今通っている人たちの第一言

語が何なのかが気になっている。その困っている人たちの第一言語を理解できる人で

ないと講師もできないような気がするので、どの国の言葉を理解できる日本語講師が

欲しいのか、また、足りない国の言葉についてはどこかで募集するということも必要

かと思うので、そのあたりの実態把握ができていたら教えていただきたい。 

（事務局）細かいところまで実態把握はできてないが、先ほど話にあった中央区と長田区が一緒か

といったらおそらく違うので、区によって実態は異なると思う。もちろん公民館もそ

うであるが、そのあたりは神戸市全体で考えていく必要がある。長田区であればＫＩ

ＣＣなど、全体的な支援するところもあるので、そういうところと連携しながら、そ

れぞれが役割を講じていくのが一番いいのではと考える。 

（委 員）青少年会館の登録団体の中で、週２で日本語を教えているボランティア団体が１つある。

また、今年の４月から大学生で勉強を教えるボランティア団体が１つ増え、青少年会

館で活動されているので、またつながりや連携といった部分でも御紹介できればと思

う。 

（委 員）過去に海外赴任の経験があってもう仕事を退職された方で、一度、学校の外国籍の子供

たちのサポートをする支援員のようなものに登録されたらどうかという話をしたこと

があるが、学校に入って子供に接するからか、なかなかハードルが高いようであった。

そういう意味で、公民館での日本語教室ということであれば、自分も海外に行くとき

に助けてもらったのでその恩返しであったり、自分が話せるということでやりたいな

っていう方は意外といらっしゃると思う。この後の議題にあるコミュニティ・スクー

ルも絡めて、何か良いアプローチがあるのではと考える。ちなみに、公民館での日本

語教室の先生はどんな方がされているのか。 

（事務局）詳しいところまで把握していないが、おそらく海外赴任をされていたという方ではなく、

本当に地域の方にボランティアという形が中心。 

 

④文化スポーツ局スポーツ企画課 コミスタ神戸事業計画（資料３－４により説明） 

（事務局）神戸生涯学習支援センター（通称コミスタ）は、旧吾妻小学校を改修して、平成12年 

９月から社会教育施設として活動を展開している。市民の学びを支援するということ

で、「生涯学び続けたくなるまち・神戸」の実現を目指し、①全市的な生涯学習活動

の拠点、②自立した市民による参加型の施設、③出会いを通じて生きがいを見いだす

学びの場、としての役割を担って活動している。具体的には、体験教室や講演会の毎

月開催、生涯学習フェスティバル等を通じて、子供から高齢者まで幅広い世代への積

極的な支援、また、自主的に活動する生涯学習グループなどの育成の支援に取り組ん
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でいるところである。令和６年度の延べ利用者数は241,119人、利用率は57％となって

いる。 

主な講座等の実施状況であるが、市民講師制度の運営ということで、市民の方に講師

として登録をいただき、市民講座を開催するという取組をしている。令和６年度は380

名の方が市民講師登録をされている。また、市民講師による一日体験教室・講座は、

令和６年度は109回、参加者数1,932人ということになっており、資料にあるとおり

様々なテーマで教室・講座を開催している。コミスタ以外での取組としては、一日体

験教室も行っている。また、「市政リレー講座」として、様々な現代的課題のテーマ

を取り上げた市の職員による「出前トーク」をシリーズで毎月開催し、市政を分かり

やすく伝えるということも実施している。 

 さらには、神戸市老眼大学という取組も積極的にやっているほか、大学と連携した様々

な講義の開講など、生涯学習のための支援を進めている。 

（議 長）コミスタこうべの事業説明について、御質問、御意見はあるか。 

（委 員）特になし。 

（議 長）公民館の場合は、公民館に講座の企画運営をしたりする専門の職員がいるということを

前回説明いただいたと思うが、コミスタ神戸にはそういう専門の方はおられるのか。 

（事務局）コミスタ神戸は指定管理でスポーツ協会に委託をしているので、基本的にはスポーツ協

会の職員がこれまでの実績であったり、アンケート調査を行って周囲の方のニーズを

踏まえて、企画運営等を行っている。 

（議 長）社会教育主事の資格を持っておられる方とかではないということか。 

（事務局）（社会教育主事を持っているかは分からないが）教員の方が多く採用されておられるの

で、センター長を筆頭に教員の方が行っている。 

（議 長）老眼大学とシルバーカレッジでは、学べる場としての密度が随分違うとは思うが、同じ

高齢者に対する学びとして、どのように差別化しているのか。 

（事務局）基本的に老眼大学の実施回数は毎月２回程度で、回数的には比較的多くない。一方、 

シルバーカレッジはもっと綿密に講座として組まれているので、気軽に参加でき、文

化ホール等で講演を聞きながら、仲間づくりをしながら、というのが老眼大学の特徴

かと思う。シルバーカレッジは、もう少しテーマに沿って実践も踏まえたプログラム

になっている。 

 

⑤文化スポーツ局中央図書館事業計画（所管課欠席のため、資料３－５により確認） 

（議 長）御質問、御意見等はあるか。 

（委 員）前回会議でも確認したような記憶があるが、子供の読書活動の推進計画を策定する予定

があるのか気になっている。今回の資料ではそのあたりが分かりかねるため、ご担当

の方に確認いただきたい。 

（事務局）所管課に伝え、確認させていただく。 
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（３）令和７年度指定都市社会教育主管課長会議及び社会教育委員連絡協議会 神戸市開催について 

（資料４－１、２により説明） 

（事務局）令和７年度の指定都市社会教育主管課長会議及び社会教育委員連絡協議会が、神戸市 

主催として11月12日に開催予定（ＷＥＢ開催）である。会議開催に当たり、事前に各

都市から協議題を集約しており、本日は神戸市の協議題について、委員の皆さまから

御意見等いただき、決定させていただきたい。 

前回の社会教育委員会議において、コミュニティ・スクールの内容を中心に御協議い

ただいた。前回の協議内容を踏まえ、資料のとおり、協議題を提案させていただいて

いる。前回会議で、学校と連携しているのがいつも同じメンバーであるということ、

コミュニティ・スクールでは新たな人員の引き込みであったり、新たな切り口が必要

という御意見をいただいた。また、学校の先生は異動があるので、実際に地域の核に

なっている方が学校現場といろんなところをつなぐ役割を担うのが大事ではないかと

いう御意見をいただいた。協議題の提案理由には、学校運営協議会の取組において、

地域人材であったり、社会教育施設等との地域資源を生かして、学校教育に結びつけ

ていくことというのが非常に重要だと考えていること、そのことがひいては地域の活

性化であったり、地域人材の育成につながるということが期待されることを記載して

いる。また、子供たちにとっても、学校教育以外の場で学ぶということが増えるとい

うのは非常にいい経験になると考え、その旨を記載している。これらを踏まえて他都

市の取組状況を伺いたく、今回の議題を提案させていただいた。 

（議 長）それでは、この件について少し協議したいと思うが、事務局から提案のあった協議題 

について、御意見等はあるか。 

（委 員）私の地域では、小学校をお借りして運動場にテントを建てて地域の人と一緒にカレー 

を作ったりして、１泊のキャンプを行っていた。コロナ禍で一度中止になったが、現

在は15時ぐらいから夜21時まで小学校をお借りしてキャンプは継続している。その時

には、船長さんに話をしていただいたり、地域で障害のある方と交流を持ち、どうし

たら私たちが助けたりできるのかというのを子供たちにも経験してもらいたいという

ことで、地域の小規模の事業者とも連携を取りながら、ずっとやってきた。やはり学

校を拠点にして、地域のいろんな人がつながっていくことを実感している。 

（議 長）今お話しいただいたことは、やはり取組を進めていることによって、これまでつながり

のなかった方たちともつながって、それが地域全体のパワーアップにつながっている

ということだと思う。どういう条件でそういうことが生まれるのか、ということが問

いになる。 

（委 員）先の話では、もともとはＰＴＡの役員だったメンバーのつながりがきっかけであった。

祭りなどがない地域だったので、子供たちに何かそういうものを学校中心にできたら

なということでいろいろ意見を出し合って取組がスタートした。そこに防災コミュニ

ティや青少協などにも参画いただき、みんなで協力して進めることができた。 

（議 長）こんなことやろう、あんなことやろうと提案してくれる人がいるというのが大きいと思

う。 

（委 員）学校のグラウンドに我々がテントを持って行って、テントを建ててそこで宿泊する、グ
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ラウンドの真ん中に鉄板を引いてキャンプファイヤーをするということをやらせてい

ただいた時期があった。子供たちにとって、自分たちが通っている学校に泊まれると

いう体験は、多分一生思い出に残るだろうということで長年やってきたが、やはり地

域の皆さんの年齢が上がっていくにつれ、体力的に少ししんどいという声もあり、諦

めることになった。でも、それは非常に意味のある取組だったなということと、これ

から先、地域によっては地域コミュニティや学校運営協議会を中心に、同様のことを

実施できると思う。地域と専門性を持っているプロ集団と連携しながら、融合しなが

ら、そういった取組を地域の子供たちのために行うということは、社会教育という観

点でも重要なことで、そこに学校教育がつながっていくことは非常に意味のあること

だと考える。 

（委 員）協議題で「新たな連携」という言葉が強調されているが、これまで委員のお話いただい

たものは、過去に取り組まれてきた中での素敵な事例である。「新たな」というとこ

ろを強調してしまうと、そういう過去にやってきた事例をお話しいただけない可能性

があるので、少し気をつけたほうがいい。 

（事務局）「新たな」という表現は訂正させていただく。 

（委 員）私の子供が小学校に通っていた頃の話であるが、多国籍の子供たちが随分多く、「ふれ

あいフェスティバル」という国際フェスティバルのようなイベントを実施していた。

保護者の中にいろんな国の人がいるので、いろんな国を勉強するということで、その

外国に暮らしたことのある方や外国のお母さんなどにゲストとして来ていただいた。

１年に１回やっており、保護者もみんな駆り出されて、一緒にお手伝いしたり、その

国の勉強をしたり、婦人会はそこで日本の民謡を教えるクラスを１つ担当するなど、

非常に盛んにやっていた。しかしながら、だんだん働き方改革で、いつの間にかその

活動もなくなり、各学年で保護者が主体で行っていた学年活動もなくなってしまった。

今、ＰＴＡももう存在しなくなっていることを考えると、コミュニティ・スクールの

元をつくる要素というのがどんどん縮小していっている気がする。これからコミュニ

ティ・スクールというものを考えるときに、今までやってくれていた人たちの余力を

頼るのではなく、やはり次の担い手を作っていかないと難しい。ＰＴＡがなくなると

いうことは大きい力を削ぐことでもあると思うので、学校の中でそういう保護者を巻

き込みながらの活動も重点的に考えてほしい。 

（委 員）前任の学校で、マルシェをするのにあたり、子供たちに生活科や総合学習で学習したこ

とを発表してもらえないかという提案を受けたことがあった。しかし土日となると、

働き方改革の関係で、教員がそこに引率するというのは難しい。保護者や地域の方、

それこそ学校運営協議会の中でそういった組織を作って、引率していただくというよ

うなことはどうだろうかと提案させていただいたことがある。そういったところも含

めて、やはり先ほどおっしゃられたとおり、働き方改革の影響は結構大きい。各コミ

ュニティ・スクールにおいて、働き方改革もある中で、どうやって運営し、新しい連

携や取組を進めているのか、私としては聞いてみたい。 

（委 員）やはりどこか「取っかかり」というのが必要かもしれない。先ほどの話にあったように、

教員以外の人材をどう活用するかというところは、多分どこも頭を悩ませていると思
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う。そういうリソースがあるところ、地域としてずっとつながっているところは、ま

だまだその地域ブランディングができていて、そこにコアな人がいるから継続ができ

る。そうじゃないところがやはり苦しい。コミュニティ・スクールという新しい枠組

みはできたが、その枠組みをどう捉えていくか。これまでの既存のものと、委員がほ

とんど変わらないという課題もある。 

（事務局）神戸市内でもいろんな事例が各学校ででてきている。他都市の好事例も今回学ばせてい

ただいて、それを学校に共有することによって、自分たちの地域、ここの学校、ここ

の子供たち、保護者ではこういうことだったらできるかな、という参考にしていただ

けたらと思う。 

（議 長）今委員の話にあった、「どんな取っかかりを」という点が、一つのポイントになるかも

しれない。 

（委 員）私の地域では夏祭りをする際に、校区の小学校、中学校、幼稚園で絵画の募集をかけて

絵画展を開いている。今、学校が授業で絵にかける時間が少なくなってきているので、

そういうことも踏まえて、一つの行事をきっかけにいろんな組織を巻き込み、今年は

さらに３つの保育園も加わって実施する予定である。学校の枠だけに捉われていると

なかなかできないので、そういう地域で新しく何か学校を寄せながらやるということ

も一つあるかなと思う。 

（委 員）今、子供たちの現状として、認定こども園もそうであるが、あまり居住区域に紐づいて

ないということがある。保育施設の割り振りが、おそらく昔は歩いて行ける範囲の幼

稚園や保育所に行っていたと思うが、今は送迎バスなどがあり、あまり地域に紐づい

てない。保護者の接点も、幼稚園では自然と送迎で出会ったりということがあったと

思うが、保育所ではほとんど接点がないということも聞いている。その状態のまま、

小学校、中学校に上がり、親は仕事が忙しいというところで、軸が地域に上手くはま

る人が少ない。そういう現状に対して、最終的に何をしたらいいのか、また、コミュ

ニティ・スクールの目指すところが見えておらず、悩ましい。 

（事務局）時代の流れが激しい中で、学校教育の中だけでは子供たちにつけさせたい力がなかなか

つけることができない。今の社会、今の地域課題が何で、それを解決していくにはど

ういう方法があるのかということを子供たちに考えてもらうことが重要である。その

ために、地域住民、大学、ＮＰＯ、企業の方など、いろんな知見を持つ方と一緒にな

って、子供たちの学びと成長を支えていく仕組みが必要で、それがコミュニティ・ス

クールということになる。 

（議 長）本日、たくさんの意見をいただいた。以上を意見としてまとめ、教育委員会への意見と

する。 


